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山
崎
　
喜
代
治

被
災
地
の
復
興
遅
々
と
春
の
泥

　
　
　

　

三
月
十
一
日
の
被
災
地
を
思
っ
て
の

作
。
都
会
で
は
あ
ま
り
目
に
し
な
く
な

っ
た
春
泥
で
あ
る
が
、
雪
解
け
な
ど
で

ふ
え
た
泥
は
人
々
を
悩
ま
せ
る
。
一
方

春
は
遅ち

ち々

と
で
は
あ
る
が
近
づ
く
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

硲　

百
合
子

思
ひ
出
も
一
緒
に
畳
む
花
衣

　

花
見
に
着
て
ゆ
く
衣
装
で
昔
は
和
装

が
普
通
に
着
ら
れ
た
。
花
見
に
用
意
し

た
着
物
は
女
性
に
と
っ
て
特
に
思
い
出

も
沢
山
あ
る
と
思
う
。
今
そ
れ
を
畳
み

な
が
ら
、
往
時
を
偲
ん
で
お
ら
れ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
半
沢
　
一
枝

老
木
の
幹
の
鼓
動
や
初
桜

　

桜
の
大
木
。
老
桜
で
し
ょ
う
か
、
そ

の
初
花
を
見
て
幹
に
手
を
当
て
て
み
る

と
老
木
の
が
さ
が
さ
な
幹
の
皮
の
奥
か

ら
、
命
の
音
が
響
い
て
く
る
。

　

生
命
力
あ
ふ
れ
た
花
の
一
句
。　
　

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

宇
野　

弘
子

西
行
の
辿
り
し
山
の
桜
か
な

　

西
行
と
言
え
ば
桜
、
さ
く
ら
と
言
え

ば
吉
野
山
を
想
う
。
今
も
古
跡
と
し
て

大
磯
の
鴫し

ぎ

立た
つ

庵あ
ん

が
知
ら
れ
て
い
る
が
、

や
は
り
桜
は
、
吉
野
山
の
桜
だ
ろ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

目
黒　

啓
子

校
庭
の
メ
タ
セ
コ
イ
ア
や
風
光
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
田
辺

　
美
津
江

山
裾
に
ふ
わ
り
ふ
わ
り
と
春
の
雲

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
奥
村

　
ゑ
こ

手
の
平
に
鉄
棒
の
錆
春
の
雲

　
　
　
　
　
　
　
　
　
小
山
田

　
美
夫

あ
は
あ
は
と
浮
か
ぶ
昼
月
梅
香
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
塩
崎
　
琴

客
去
り
て
門
に
た
た
ず
む
二
月
尽じ

ん

　
選
者
吟
　

百
花
ほ
こ
ろ
び
大
磯
は
西
行
忌

連
絡
先
　
硲
　
百
合
子
☎

(51)
７
３
９
６

令和１年５月１５日

訃
報(

平
成
31
年
4
月
16
日
現
在
）

　

現
在
あ
る
茅
ヶ
崎
市
文
化
資
料
館
を
、

交
付
金
を
活
用
し
歴
史
文
化
交
流
館
と

し
て
、
堤
地
区
に
移
転
整
備
、
令
和
４

年
度
に
開
館
す
る
こ
と
を
目
指
し
て
準

備
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

昭
和
46
（1971

）
年
、
高
度
経
済
成

長
期
の
ま
っ
只
中
、
都
市
化
す
る
中
で

茅
ヶ
崎
の
く
ら
し
の
記
憶
を
伝
え
る
モ

ノ
や
、
情
報
を
で
き
る
だ
け
多
く
収
集

し
保
存
す
る
た
め
、
博
物
館
と
し
て
文

化
資
料
館
は
設
立
さ
れ
ま
し
た
。
収
集

さ
れ
た
資
料
は
６
万
点
を
超
え
、
市
民

か
ら
寄
贈
さ
れ
た
く
ら
し
の
資
料
や
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
々
が
採
取
し
た
自

浄見寺

民俗資料館
（旧三橋家）

民俗資料館
（旧和田家）

大岡越前通り

卍

●６月１日（土）
　午後５時～　　宵宮祭式典
　午後６時半～　演芸の奉納
●６月２日（日）
　午前８時～　神輿巡行
　午後６時～　９時まで大祭演芸

●７月１５日（月）
　場　　所　　茅ヶ崎西浜海岸
　午前７時～　浜降祭合同祭開会
　午前８時～　帰途へ

諏
訪
神
社
例
大
祭

浜
降
祭

お 知 ら せ

　

お
た
の
し
み
会
は
，
平
成
６
年
に
開

所
し
て
、
今
年
で
26
年
に
成
り
ま
す
。

こ
の
、
歴
史
あ
る
福
祉
活
動
を
香
川
の

地
で
行
え
ま
す
の
は
、
先
輩
諸
氏
の
意

義
あ
る
志
を
、
今
日
ま
で
民
生
委
員
、

香
川
自
治
会
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
皆
様

で
受
け
継
ぎ
、
運
営
を
し
て
参
り
ま
し

た
。

　

こ
の
会
は
、
香
川
地
域
に
「
在
住
の

70
歳
以
上
で
一
人
住
ま
い
の
方
」、
「
日

中
１
人
に
な
る
方
」
を
対
象
に
、
民
生

委
員
が
声
掛
け
を
し
て
、
地
域
の
交
流

の
場
、
ふ
れ
あ
い
の
場
を
提
供
し
活
動

し
て
い
ま
す
。

　

活
動
内
容
は
、
保
健
師
さ
ん
に
よ
る

血
圧
測
定
、
健
康
に
関
す
る
ミ
ニ
講
話
、

脳
の
活
性
化
を
考
慮
し
た
手
芸(

リ
サ

イ
ク
ル
材
料
品
を
利
用)

を
行
い
、
催

し
物
は
、
香
川
小
学
校
生
徒
の
演
劇
・

北
陽
中
吹
奏
楽
部
の
演
奏
、
ボ
ラ
ン
テ

ィ
ア
の
大
正
琴
、
フ
ラ
ダ
ン
ス
等
の
鑑

賞
、
そ
し
て
、
昼
食
を
食
べ
な
が
ら
会

話
を
し
て
、
楽
し
い
時
を
過
ご
し
て
頂

然
資
料
、
ま
た
埋
蔵
文
化
財
の
調
査
等

で
発
掘
さ
れ
た
考
古
資
料
、
そ
の
他
、

書
籍
や
写
真
な
ど
多
岐
に
わ
た
り
、
ワ

ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
や
展
示
会
、
学
校
教
育

に
活
用
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

館
内
で
は
主
と
し
て
学
芸
員
が
収
蔵

す
る
実
物
資
料
を
活
用
し
て
、
来
館
者

に
教
育
普
及
活
動
が
行
わ
れ
ま
す
。

◆ 感震ブレーカー ◆

設置補助のご案内
　今年も、大地震の際に通電火災
を防いでくれる「感震ブレーカー
設置費補助金」が市から支給され
ます。
　装置の紹介と申込みの受付を「６
月初めの回覧」で行いますので、
そちらでお申込みください。
　隣接するお宅といっしょに設置
しないと効果は半減しますので、
ご近所にもお勧めください。
（非自治会員の方も補助は受けられ
ます）

　  会　  場

香川小体育館

香川小校庭

香川小体育館

香川小校庭

香川小体育館

香川小体育館

　   実施日

  6月 23日(日）

  7月   7日(日）

  7月 21日(日）

10月   6日(日）

11月 10日(日）

  2月   2日(日）

　　  種　   目

ファミリーバドミントン大会

ランニング大会

ニュースポーツ
教室
第5１回体育大会
（雨天時　10/13）
ペタンク大会
（雨天中止）

ソフトバレーボール大会

令
和

お
詫
び
と
訂
正

　

前
号
の
訃
報
で
、
関
口
紘
一
様
の
お

名
前
は
、
紘
二
様
の
誤
り
で
し
た
。
お

詫
び
し
て
訂
正
致
し
ま
す
。

鈴
木　

新
次
様　
　

76
歳　

３
月
24
日

　

第
一
町
内
会　
　
　
　
　

21
・
１
組

小
松　
　

清
様　
　

69
歳　

３
月
３
日

　

第
三
町
内
会　
　
　
　
　
　
　

12
組

臼
井　

盛　
　

    

92
歳　

４
月
19
日

　

第
一
町
内
会　
　
　
　
　

19
・
２
組

心
よ
り
ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

「
（
仮
称
）
茅
ヶ
崎
市
歴
史
文
化
交
流
館
」

令
和
４
年
、
オ
ー
プ
ン
を
め
ざ
し
て
！

香
川
地
区
社
会
福
祉
協
議
会

い
て
い
ま
す
。

　

開
催
日
は
、
偶
数
月
の
第
３
月
曜
日
、

香
川
自
治
会
館

、
午
前
10
時
か
ら
午
後
１
時
頃
ま
で
実

施
し
て
い
ま
す
，

　

ス
タ
ッ
フ
は
、
民
生
委
員
・
香
川
自

治
会
及
び
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
達
22
名

で
運
営
し
て
、
皆
様
の
ふ
れ
あ
い
の
場

作
り
に
頑
張
っ
て
い
ま
す
。

　

お
た
の
し
み
会
代
表　

新
倉
篤
子

　
　
　
　
　
　

電
話　

51-

８
２
６
６

　


